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例 言

1 ．本書は，昭和61 （1986）年度に，広島県企業局との委託契約によって財団法人広島県
ぜにがみ

埋蔵文化財調査センターが実施した小原地区土地造成事業に係る銭神第2 ．4 ． 5号古

墳の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は，財団法人広島県埋蔵文化財調査センターの調査研究員梅本健治，恵谷泰

典が実施した。

3．遺構の実測，写真撮影，出土遺物の整理・復元・実測・写真撮影及び図面の整図は上

記の者が行い，本書の執筆・編集は梅本が行った。

4．本書に用いた方位はすべて磁北である。

5．第1図は，建設省国土地理院発行の1 ：25,000の地形図（三原，竹原） を使用した。
ぬたにし そういう ぜにがみ

6．本古墳群の所在地は，三原市沼田西町惣定字銭神80－1番地であったが，小原地区土
おばら そでかけ

地造成事業の実施に伴い，昭和60（1985）年9月12日付けで同町小原字袖掛80－1番地

に地番変更した。

7．本報告書のいっそうの理解のため，当センター刊行の『銭神第1 ． 3号古墳発掘調査

報告書』 昭和61 （1986）年を併読されたい。
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I.はじめに

この発掘調査は，広島県企業局(以下｢県企業局｣という）が施行した小原地区土地造成事

業に伴うものである。この事業は「三原新広域市町村圏振興計画」の一環として，三原市

沼田西町小原地区一帯の丘陵部に小原地区工業団地を建設しようとするもので，昭和55～

57 (1980～1982)年に開発調査を進めてきた。また，昭和57 (1982)年1月に広島県教育

委員会（以下「県教委」という）に工事計画予定地内の文化財の有無について照会を行い，

付近に存在する宮の谷第1～3号古墳及び江尻古墳群中の2基については，事業対象地か

ら除外し現状保存とした。

昭和58 （1983）年12月から1期工事が着工されたが，昭和59 (1984)年11月工事中に銭

神第1碁古墳が発見されたため，県教委は再度分布調査を実施して銭神第3号古墳を確認

した。 2基の古墳は，昭和63～65 （1988～1990）年に予定の2期工事予定地内に存在し，

工事計画からみて現状保存が困難なため事前に発掘調査を実施して記録保存をはかること

になった。このため財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という）

は県企業局から昭和59 （1984）年11月に発掘調査の依頼を受けたが，センターでは昭和59

（1984）年度事業はすでに実施しているため，次年度に実施し，報告書を刊行した。

ところで，銭神第1 ． 3号古墳の発掘調査中に銭神第2 ． 4 ． 5号古墳の3基を発見し

たが，センターとしては昭和60 （1985）年度事業をすでに実施しており，年度内の発掘調

査は不可能であった。このため，県教委，県企業局及びセンターはこの取扱いについて協

議し，昭和61 （1986）年度に実施することになった。昭和61 （1986）年4月，センターは

県企業局と委託契約を締結し， 4月7日から6月6日までの約2か月間発掘調査を実施し

た。また， 5月24日，三原市教育委員会と共催で遺跡見学会を開催した。

本書は以上の経過を経て行った発掘調査の成果をまとめたものであり，今後の埋蔵文化

財の資料として， また， この地域の歴史研究の一端を知る手がかりとして，昭和60(1985）

年度刊行した銭神第1 ． 3号古墳の調査報告書とともに少しでも寄与できれば幸いである。

なお，発掘調査にあたっては県教委の御指導を得るとともに，県企業局，三原市教育委

員会及び地元住民の方々から多大な御協力を得て無事終了することができた。記して感謝

の意を表したい。
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Ⅱ．位置と環境
ぜにかみ ぬた

銭神古墳群は，広島県東南部の瀬戸内海沿岸に位置する三原市西端，東流する沼田川南

岸にひろがる標高100m前後の低丘陵のほぼ中央に所在する。この丘陵は，周囲を沼田川や
てん上よう

その支流尾原川・天井川によって囲まれており， これら中心河川に流れ込む数多くの小河
オノ 83ら そう“う

川によって南北に狭長な開析谷を形成している。これら開析谷には小原，松江，惣定など

の集落が展開しており，開析谷を望む丘陵裾に横穴式石室墳をはじめとする遺跡が点在す

る。以下， この地域の主要な遺跡について，時代毎に概観して行きたい。
‐j くれ

旧石器時代三原市街地の沖合いに浮ぶ宿祢島では，掻器・剥片が採集されている。

縄文時代三原市域を中心に早・後・晩期の土器や石器を出土する遺跡が知られており，
（11

早期の時貞遺跡，後期の片山遺跡，横見廃寺跡下層，晩期初頭の貝持貝塚などがある。

弥生時代沼田川が山間部から平野部に流れ込むあたりの両岸の丘陵上に該期の遺跡が

存在する。北岸では後期の弥生土器の散布地である塔の岡過跡，南岸で松江遺跡，陣くら
（2）

遺跡群，新庄庵遺跡群，板箭遺跡などがある。松江遺跡では磨製石庖丁が出土している。

陣くら遺跡群は，弥生時代後期末～古墳時代初頭に属する住居跡や土拡墓・箱式石棺など

の墳墓群の存在が注目される。

古墳時代前半期の古墳は，主に沼田川を望む低丘陵上に営まれている。いずれも径10

m程度の小円墳で，木棺や箱式石棺を内部主体とし，鉄器･鏡･玉類を副葬する｡主なもの
，;､く イlい （3）

としては，宮の谷第1 ． 8号古墳，馬場谷第2号古墳，福礼古墳，江尻第1号古墳，鍛冶
力時〈とやま はとかおか

屋迫第4号古墳，兜山古墳，鳩岡古墳がある。このうち兜山古墳・鳩岡古墳は各々径45m,

36.5mの県内でも最大級の円墳で，墳丘には円筒埴輪・葺石が廻っている。

後半期の古墳としては， 6世紀後半以降，横穴式石室を内部主体とする古墳が築造され

る。これらは，丘陵項部，丘陵斜面に築造されるものと，丘陵裾に築造されるものがある。
ともたけ てつこう 1．1 1 たまりや

前者として，朝武第1号古墳，天高第1号古墳，溜箭古墳が，後者としては，藤谷古墳，
ちようこばら 感いきひろ み と しろ

岡の迫古墳，長古原第1号古墳，釜山大塚古墳，梅木平古墳，御年代古墳,貞丸第1 ．2号

古墳などがある。銭神古墳群は，前者の範蒋に入る。
（5）

古代以降横見廃寺跡は,白鳳期から奈良時代にかけての寺院跡で,近接する梅木平古墳

や御年代古墳の被葬者との関連が考えられよう。

(註）

（1）広島県教育委員会『安芸横見廃寺の調査I』 昭和47 (1972)年。
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（2）陣くら遺跡群発掘調査団『陣くら遺跡淵昭和46 （1971）年。

（3）広島県教育委員会『福礼古墳発掘調査報告』 昭和48 （1973）年。

(4） （財）広島県埋蔵文化財調査センター『天高第1号古墳』 昭和58 （1983）年。

（5）広島県教育委員会『安芸横見廃寺の調査I･H･Ⅲ』 昭和47～49 (1972～1974)

年。

その他の遺跡については主に，福井万千「第二編原始・古代編」 「付編一考古編」

『三原市史』第一巻通史編一昭和52 （1977）年。を参照した。
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Ⅲ、調査の概要
お瞳ら そでがけ

銭神古墳群は，三原市沼田西町大字小原字袖掛80－1に所在する横穴式石室を内部主体

とする古墳5基で構成される古墳群である。

古墳群は沼田川南岸に展開する低丘陵地帯のほぼ中央，標高93m弱の山塊頂部からほぼ

西方に細長くのびる尾根上及び丘頂をややさがった南斜面に立地する。眼下に，南流して

天井川に注ぎ込む駒月川によって開析された谷平野を望み，水田からの比高は20mである。

銭神古墳群はこのように，距離的には沼田川沿岸に近いが，石室はいずれも南に開口し，

古墳群からは東流する沼田川支流天井川の流域を望むことができる。

5基の古墳は，東端の尾根上にやや孤立的に存在する第’号古墳と， この第1号古墳の

西方約100m離れて群在する第2～5号古墳に分けられる。また第3 ･ 5号古墳は尾根線

上に’第2 ． 4号古墳は尾根南斜面に立地する。なお，昭和60 （1985）年度に第1 ． 3号

古墳の発掘調査を行い，報告書を刊行，本年度は第2 ． 4 ． 5号古墳の調査を行ったがこ

れら5基の概要についてはつぎの表のとおりである。

銭神古墳群一覧表

ソ〕壬ﾛ＊凹みC

－4－

古
墳
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立地
標
砺

開 口

方 向

石 室

規 模

周
溝

周 溝

の規模

石室石種みの仕方

※

左側壁 奥壁 右側壁

棺
台
石

鉄
釘

出土遺物

1
尾根

線上

副
Ｉ
妬

『、

N13・E

長さ3．9，

幅 1．0m

I

1．1m

痢さ 1．0m

有
幅 0．5m

～1m

A1

C

－

C

A2

－

C

Ａ
Ｃ
ｌ
Ｂ

１

C

有
、
本

土師器（喪）

2

尾根

南斜

面

湖
、 N12．W

ｍ
ｍ
ｍ

８
２
６

・
１
０

３
。
・

１
１

さ
さ

壁
幅
商 不

明
－

Ａ
Ｂ
ｌ
Ｂ

１ ２Ａ
Ａ
－

C

A1

－

C

有
溺
本

土師器（杯）

須恵器（蕊）

3
尾根

線上

お
１
万
ｍ

N10｡W

ｍ
ｍ
ｍ

８
１
５

●
●
甲

４
１
１

さ
さ

長
幅
商 有

幅 1m

深さ0．2m

“
哩
一
Ｂ

C

A2

－

A

A1

－

C

有

配
本
以

上

須恵器（満杯，

台付是頚壷)，

刀子

鉄器

刀子状

耳環

4

尾根

南斜

面

お
Ｉ
布
、

N15・E

ｍ
ｍ
ｍ

９
５
８

０
８
０

■
●
●

３
０
１

さ
さ

長
幅
藏 有

幅 0．7m

深さ0．08m

B

A

・C

－

B・C

A1

－

B

C

Ａ
Ｃ

1

q■■■■■■■■■■

B

C

有

６
本
以

上

(周溝内より3

号墳からの転落

による馬具片）

5
尾根

線上

九
Ｉ
別
、

N42．W

長さ4．31，

幅 1．30m

I

1．52m

商さ1．67m

有
幅 4．5m

深さ1．56m

A1

－

C

A2

－

C

Al

－

B

C

有
７
本

須恵器(瑚蓋,杯

身，畦，提瓶)，

耳環．鉄刀．蝉

など。



第2図 古噴群周辺地形図（1 ：2,000） （数字は古斌の号数，矢印は石室の開口方向を示す）
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第3図 古墳群遠景（南から）
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Ⅳ、遺構と遺物

1 ．第2号古墳

(1) 立地（第4～6図）

本古墳は，第3号古墳の東方約30mの比較的急峻な尾根南斜面に立地する （標高74m)。

内部主体は，ほぼ南方向(N12｡W)に開口する無袖の横穴式石室である。また，墳丘や

石室背後が削平されているため，盛土の状態や周溝の有無は不明であり，墳形や墳丘規模

についても明確にしがたい。

(2) 石室（第7～10図）

石室掘り方は，奥壁部分が一部削平を受けており，規模は現状で長さ5.06m,幅3.50m,

深さ1.10m,平面形は隅丸長方形である。石室は， この掘り方の東辺に寄せて構築されて

いる。調査の時点で，すでに天井石すべてと,奥壁の上半は欠失しており,奥壁及び奥壁側

の両側壁の基底石とこの基底石上1段分の石材を，入口側の西側壁は基底石だけを残す状

態であった。なお，東側壁の入口側はすべて石材を抜きとられていた。石室の現存規模は，

≦<工 誇緯需峠型2

１
－

L
一

一

沼

沌

一
３３
万

3

河

ご＝

万万

万

二
一
泡二

一
毛

河
二
一
毛

77河
二
一
毛 霜霜71

44

ねね

諺諺諺
私

§笏｛

O mm
ー－一

第4図 古墳群地形測量図（1 ：400）調査前
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西側壁で長さ3.80m,奥壁で幅1.12m,西側壁の高さ1.06mである。

石材の積み方は，基底石については基本的に広口種みで，基底石上の石材については小

口積みの方法をとっている｡ただ,本古墳の石室の特徴としては，西側壁の入口側4個の基

底石が小口積みであることであろう。次に，西側壁，奥壁，東側壁の順に石材の積み方に

ついてやや詳細に述べてみよう。先ず，西側壁については，計5個の基底石と最奥部の長

大な基底石上に1段分の石積みが残存している。基底石については欠失はない。ただし，

最奥部の基底石と奥から2～5番目（つまり入口側）の基底石とは規模・積み方が異なる。

最奥部の基底石は，奥壁や現存部分の東側壁の基底石同様，広口積みにしている。石材は，

銭神古墳群でも最大規模のもので， 98×182cIn,厚さ60cmの長大な山石を横長に立てている。

奥から2～5番目の基底石は，一辺60～80cm,厚さ20～30cmの不整形の山石を寝かせた状

態にしている。一種の小口積みと考えられる。次に，最奥部の基底石上の石積みについて

は，基底石の上辺が水平でな

いため，奥壁側に下傾してい

る部分に40×50cmの板石を乗

せて高さを揃えたのちに，最

小24×38cm,厚さ20cm,最大

48×90cm,厚さ28cmの規模の

長方形の石3個を， いずれも

持送りぎみに小口積みしてい

る。なお，西側壁の5個の基

底石は，いずれも掘り方底面

を最大10cm掘り凹めて安定を

図っている。特に，最奥部の

基底石については，基底石下

の裏側と入口側の小口部分に

20～40cm大の角礫数個を詰め

ている。

奥壁は，西側はやや小型の

36×66cm,厚さ30cmの長方形

の石を縦長に立て，東側はほ

ぼ一辺80cm、厚さ60cmの分厚

ー

0 10m

第5図 第2号古噴墳丘測量図（1 ：200）

第6図 第2号古墳近景（西南から）
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い大型の石を広口積みして，各々基底石としている。これらの基底石上に30～60cm大の長

方形の石2個を横積みしている。なお， 2つの基底石間の床面付近に20cm大の角礫を石室

内側から模状に詰めて両基底石の固定を図る一方で，東側の基底石下には10"cm大の角礫

を台石状に詰め込んでいる。基底石の下面を西側壁同様，最大10cm掘り込んでいる。

東側壁は,最奥部及び奥から2番目の基底石とこれらの基底石上1段分の石材を残し,入

口側の石積みはすべて欠失している。基底石は，最奥部のものが70×70cm,厚さ40cm,奥

から2番目のものは50×80cm,厚さ50cmの各々分厚い石を横長に立てている。前者は上辺

が奥壁側に下傾しており， この上に40×70cm,厚さ26cmの長方形の石を横積みにしている。

－潤釦、 －

’
以
賀
〕
ョ

ー

０
９

Wド

鱒⑦
レ
ノ

’

0 2m
~

第7図 第2号古墳石室実測図（1 ：60）
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1 ．石室全景
（南から）

季
－

－－－~
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・弔

嶽b

－
2．基底石

3．掘り方
ー

。 ／4

。

二

夕

4 タ
分第2号古蝋石室第8図
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1 ．奥壁望
剣
、
由
雪孑

〃
己

寺

の

■

ｐ

』

Ｆ

ｒ

ｌ

》

解

2．東側壁

3．西側壁

第9図 第2号古蝋石室
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奥から2番目の基底石上には， 33×45

cml厚さ30cmの石をやはり横積みに積

んでいる。なお，東側壁の基底石は，

いずれも床面への掘り込みは認められ

なかった。また，奥壁と両側壁の接合

部分及び東側壁の最奥部と奥から2番

A一生”“、

8

（土層説明） ．
なかった。また，奥壁と両側壁の接合

1．淡黄褐色粘質土 5．赤褐色砂質土

部分及び東側壁の最奥部と奥から2番 2．淡黄褐色粘慨土 6訪報色砂質土
3．暗競褐色砂質土 7．赤褐色砂賀土

目の基底石間には，石室裏側から10～ 4．暗黄褐色砂質土 8．地山（淡淡禍色砂質土）

0 2m
20cm大の角礫を模状に詰めており，い

ずれも各基底石の固定を図ったものと 第101図 第2号古噴石室掘り方土踊断面図
（1 ：80）

考えられる。

各基底石の組み方の順序については，

最初に典壁の東側基底石を据えている。次いで，最奥部の東側壁基底石→奥から2番目の

東側壁基底石， あるいは奥壁の西側基底石→最奥部の西側壁基底石力職築されている。石

室が掘り方の東辺にやや偏在気味なことを考えれば，東側壁の構築が奥壁に次ぎ，次いで

西側壁の榊築を行ったものと考えられる。なお，西側壁の奥から2～5番目の4個の基底

石の榊築順序については明確にできないが，他の石室の例からすると奥から順に据えてい

ったと考えるのが妥当であろう。

奥壁から2.8mの石室入口の床面には38×56cm,厚さ23cmの扁平な石材が立ててあり，

一種の閉塞石かと考えられる。床面には奥壁からこの石材の辺りまでほぼ平坦で， ここか

ら1.5mほどはゆるやかに下傾し，奥壁から4.4mのあたりでさらに傾斜を強めて， 自然斜

面につらなる。床面がほぼ平坦な閉塞石までを埋葬空間と捉えることができよう。その広

さは，長さ2.8m, 1ig1.1mである。この範囲の床面には，厚さ10cm程度の20～40cm大の板

石9個が認められ， その配置状況から棺台石・

と推定される。この棺台石の周辺から多数の

鉄釘が出土している。鉄釘が出土する施囲は,・

南北2m,東西0.8mで，棺台石の位置とも

考えあわせて，ほぼこの位置に木棺が安置さ

れていたものと思われる。なお，鉄釘の出土

状況から考えて，埋葬は1回であろう。

M_
■ ､ 、

、 ノq J ‘ ． ．‘ず声鴎垂 、≦ __:ゞ‐

第11図 第2号古墳調沓風景（南から）
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(3)出土遺物（第14～18図）

石室内で鉄釘25本，須恵器甕片1，閉塞石外

で土師器杯1が出土している。

鉄釘（第16～18図）は，完形品10本，破損

品15本である。完形品の長さは， 5．4～12.7cm

(11cm代が主) , 平均値10.94cInである｡釘頭の

形態による分類として, A類；釘頭を逆L字形

に折った折頭形のもの, B類；正面観は釘の上

端を左右にやや突出させ，側面観はハあるいは

h形を呈するもの、c類；釘頭は釘身をやや太

くしただけで，両者の区別がつきにくいもの，

の3形態がある。第2号古墳出土の鉄釘の中で

釘頭の形態の分かるものは19点であり， その内

訳はA類12点,B類5点,C類2点で,A類の占

める割合が高い。また，釘身に木f'『が付着する

ものが14点と多く認められるが，木目が横走す

るもの8点，縦走するもの6点で，両者が併存

するものは皆無である。鉄銃の付箭が伽著で，

木簡のすべての状況が判明しているわけではな

いが，木目が横走するものは，釘頭から釘身の

先端まですべて横走する木質が付ｲ!fするもの2

例，釘頭直下1～1 .5cmの辺りまでのみ横走す

る木簡が付着するもの2例などであるのに対し，

縦走する木簡をもつ鉄釘は，釘頭から釘身の先

端まですべて木?『の木目が縦走するか，あるい

は釘身の先端付近にのみ縦走する木簡が付箸す

る例ばかりである。この付着する木簡の木目の

走向方向の違いは，鉄釘の緊結部位の違いに雄走向方向の違いは，鉄釘の緊結部位の違いに蕪づ

0
喝

杓１
Ｊ
、
ｊ
３

須恵器灘

◎土師器杯

2m

第12図 鮒2汁古城石室内辿物III_|:状況
'職Ⅲlxl （1 ：4()）

●や

雪

ロ

ヘ
レ

鹿,識： ▼割安■

払目

"

、

《

第13図 鋪2号古噴土師器川上状況

くもので， 「(水械の）蓋か底に釘をうつ
（雌）

ときは基部・先端とも横目となり，側板にうつときは基部が横'1で先端は縦目になる」と

いうことからすれば，横走する木髄が付着する鉄釘のうち，釘頭から釘身の先端にまでほ

ぼ全面的に木質が付着するものは，木棺の蓋か底板に打ち付けられた鉄釘で，釘頭付近の
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みに横走する木質が付着するものや縦走する木簡が付着する鉄釘は，木棺の側板に打ち付

けられた鉄釘ということになろう。第2号古墳出土の鉄釘で，底板・蓋に打ち付けられた

と考えられるのは， 2 ． 15．22で，側板に打ち付けられたと考えられるものは， 1 ． 3 ．

4 8 ． 12． 13． 14．20である。釘頭の形態とこの緊結部位との関連性については, A"

の鉄釘は6点が側板で，他は緊結部位不明である。B類は底板・蓋に打ち付けられたもの

2点，側板1点，緊結部位不明のもの2点である。C類はいずれも緊結部位不明である。

即ち，現状ではA類は側板と, B類は底板・蓋との関連性が認められる。

須恵器蕊（第14図1）は，鉄釘5の下から出土した口縁部片で，復元口径19.2cmである。

頚部から凧曲して短かく外上方にのびる口縁部の端而はやや凹むがほぼ平坦で，若干外傾

している。調整は，口縁部内外面は横ナデ，胴部外面は縦方向の平行叩き目を一部残す。

胴部内面は同心円叩き目を顕著に残す。色調は，器表面・断面とも淡灰色で，外表面には

灰緑色の自然釉がみられる。焼成は良好である。

土師器杯（第14図2）は，口径11.2cm,器高2.65cmのほぼ完形品で，内面に2段の放射

状暗文がみられる。ほぼ平坦な底部からゆるやかに屈曲して，外上方に短かくのびる口縁

／

1

0 沿c、

第14図 第2号古噴出土遺物実測図（1） （1 ： 3）須恵器・土師器

､－

2田
■

1

第15図 第2号古職出土遺物
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第17図 第2号古墳出土遺物実測図（3） （1 ： 2）鉄釘

部が付く。調整は，内面～外面は横ナデ，外底面にはへう状工具による粗いケズリ状のナ

デが認められる。暗文は，胴部外面にも横走するものが認められる。

小結

第2号古墳は，東西にのびる主尾根の南斜面に立地する横穴式石室を内部主体とする古

墳である。石室背後の周溝については， その有無は明らかでない。横穴式石室はほぼ南方

向に開口し，西側壁の長さ3.80m,奥壁付近の幅1.12m,西側壁の高さ1.06mの現存規模

をもつ。石室は，掘り方の東辺に寄せて構築されており，現状では天井石及び入口側の東

側壁を欠失しており，基底石及び基底石上1段分の石材を残すにすぎない。石室入口の床

面には板石を立てて閉塞石としており，内側の長さ2.8m×幅1.1mの空間に，棺台石とみ

られる板石を敷いており，周辺からは鉄釘25本が出土している。鉄釘の出土する範囲は2

m×0.8mで，ほぼ同程度の規模の木棺が安置されていたものと考えられる。鉄釘は平均

長11cm弱の長大なもので，釘頭の形態から大きく3類に分類することができた。第2号古

墳からの出土遺物としては，須恵器甕・土師器杯があり。これらの出土遺物などから，本

－15－
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古墳の築造時期を大略7世紀代と捉えておきたい。

（註）広島県教育委員会「常定峯双遺跡群の発掘調査報告」

7集昭和42（1967）年。

2．第4号古墳

『広島県文化財調査報告』第

(1)立地・周溝・石室（第19~

24図）

本古城は，第3号古墳の西南

方に近接し， 2つの尾根の付け

根付近の急崖に臨むやや急峻な

南斜面に築造されている（標高

73～76m) 。内部主体は，ほぼ73～76m) 。内部主体は，ほぼ

-0

B

－2m

（土岬説明）
1 .淡競禍色砂賀土 4灰IfI色粗砂閲土 7

南方向(N15｡E)に開口する 2．淡競禍色砂髄土 5．淡淡柵色砂慨土 8

小型の横穴式石室で、傾斜角度 3．淡樋禍色砂質土 6．淡禍色砂慨土 9

20．の斜面を半円形にカットし 第19図 第4号古蝋周沸土師断而図

てつくられた平坦な墳丘の中央

黄禍色砂側土

黄禍色砂側土

地山（花耐岩

バィラン土）

(1 ：80）

陣

割

』
も
、
く
電

1

第20図 鋪4汁古墳周瀧IMMi及び洲炎肌』j!
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に構築されている。この石室背後のカット面壁際に，幅約70cm,深さ8cm程度のごく浅い

周溝が掘り込まれている。石室は，平面形が隅丸長方形で，長さ3．8m,幅1.9m,深さ1.4

mの現存規模をもつ掘り方内いつぱいに築かれている。すべての天井石は抜き取られてお

り，入口側の東側壁の石材も崖下に転落したのか欠失している。また，西側壁は，基底石

上の2～3段の積み石が大きく石室内にずれこんでおり，全体に石室の残存状況は良好と

はいえない。石室の現存規模は，西側壁の長さ3.09m,奥壁付近の幅0.85mで幅がほぼ均

一の無袖の横穴式石室である。

妻書ゞ製
享

門
川
Ⅲ
胴
勤

Ｉ岸
川
洲
叶
胴
勤Ｊ

１

１

１
Ｊ

みみ

おお

考考考

』』

鞄
一一乙一一乙

444

7575

ロ
ギ
蝿Ｉ
ロ
ギ
蝿Ｉ、

港、蕊I昨i1~君 44
ー

沼

g＝
ｲルｲルｲル

|
III

亀‘（15｛
やややや

ややや

第21図 第3 ． 4 ． 5号古墳墳丘測量図(1 :200)アミ目は焼土を示す。
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石材の積み方については,奥壁,最奥部両側壁の基底石は広口積み,両側壁の最奥部以外

の基底石（ただし，東側壁については，奥から2番目の基底石の状況しか判らない）は小

口積み・横頼み，基底石上の石積みについては2～3段分が残存するが， これらはいずれ

も小口積み・横積みの方法をとっている。西側壁についてやや詳しく述べると，先ず基底

石は最奥部のものが一辺60cm,厚さ30cmの正方形に近い石を立てて用いているのに対し，

奥から2～6番目の基底石については，最小のものが28×34cm,厚さ30cm,最大のもので

44×58cm,厚さ32cmの正方形に近い石を，横頼み及び小口積みしている。

基底石上の積み石については，基底石上に2～3段分の石積みがみられる。先ず一段低

い奥から2～5番目の基底石上に3個の石を小口頼み･横積みして,最奥部の基底石の高さ

に合わせている｡奥壁寄りの石が最も小さく,20×50cm,厚さ10cmの石を小口積みしている。

、

’

－

雫
0 2m
－町

第22図 第4号古墳石室実測図（1 ：60）
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第23図 第4号古蝋石室
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第24図 第4号古墳石室

中央の石は大型の石で，中心部分で割れているものの， 44×90cm,厚さ26cmの石を幟穣み

している。入口寄りの石材は， 40×70cm,厚さ26cmのやや不整の長方形の石を小口種みし

ている。これらの石及び最奥部の基底石上には2～3個の石材を小口積み・横績みしてい

る。いずれも， 60～80cm大で厚さ20～30cmのやや大型で不整方形の石である。この上に30

X70cm,厚さ10cmの長方形の石材が残存するが，原位置をとどめていない可能性がつよい。

西側壁の基底石下面の床面の掘り込みはみられるが，基底石下や基底石間の小角礫の詰め

込みは認められない。

奥壁は， 80×95cm,厚さ30cmの石を基底石として用い， これを横長に立てている。ただ，

この基底石の下辺は山形を呈していて不安定なため,10cm強の深さに床面を掘り込んで,左

－21－



右から30～40cm大の三角形の石を模状に詰めて，基底石の安定を図っている。基底石上に

は現状で2段分の石積みが認められる。 1段目は，西側に40×50cm,厚さ20cmのやや大き

めの石を，東側には16×20cm,厚さ20cmの石をいずれも横積みしている。基底石上2段目

は，西側に20×30cm,厚さ16cmの小角礫，東側には30×60cm,厚さ16cmのやや大きめの石

を積んでいる。前者は小口積み，後者は横積みにしている。

次に，東側壁については，最奥部の基底石は60×80cm,厚さ42cmの石を横長に用い，奥

から2番目の基底石は最奥部のものよりやや小型で， 38×58cm,厚さ30cmの石を横穂み

している。これらの基底石上に2段分の石積みがみられ, 1段目は最奥部の基底石上に2

個の石材が残存している。奥壁寄りのものが46×60cm,厚さ24cmの石，入口側のものがや

や小ぶりで30×50cm,厚さ40cmの石を小口積みしている。基底石上2段目は現状で1個の

石材が残る。46×50cm,厚さ20cmの石を横積みしている。東側壁の基底石下面にも，掘り

込みがみられるが，基底石下や基底石間への小角礫の詰め込みはみられない。

石室の床面は、奥壁から2mまでほぼ平坦で， この辺りからやや強く傾斜して、奥壁か

ら2.5m付近で急激に落ち込んで崖面に連なる。また，奥壁から1.3m付近の範囲に20～30

cm大の板石5個が存在しており,棺台石と考えられる｡棺台石の周辺から鉄釘6点以上が出

土しており，木棺の存在が考えられるが，木棺の構造・規模等は明らかでない。

(2) 出土遺物（第26．27図）(2) 出土遺物（第26．27図）

石室内から鉄釘片6点以上，周溝東南端で馬具と考

えられる鉄製品3点が出土している。

鉄釘（第26図1～6）は，完形品は皆無でいずれも

破損品である。A類の釘頭を残すもの2点（2 ． 3） ，

B類の釘頭を残すものl点（1） ，釘頭を欠失するも

の3点（4～6）である。釘身に木質が付着するもの

は認められない。

7～9の3点は，周溝の東南端で一括出土した鉄製

品で，いずれも馬具の轡の断片と考えられる。これら

は一連のものと考えられ， 7 ． 8は鏡板の部分であろ

う。鏡板は楕円形の素環のもので， 7は立聞の部分で

ある。中央に長方形の穿孔がみられる。 8には，外径

2.2～2.3cmの環及び環をもつ断面方形の棒がついてい

る。 9は，中央の長さ8.05cm,幅3.2cmの8字状の金

％ 画．

’L2m。

第4号古墳棺台石検出
状況実測図（1 ：40）

第25図
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具に2本の環をもつ断面方形の棒が取り付いている。一本の棒は両端に環が付くもので，

棒状部分は一回程度ひねってある。この棒のもう片方の環にも，環をもつ断面円形の棒が

付いている。この9については，轡のどの部位なのか判然としない。

小結

第4号古墳は， 2つの尾根の基部の崖面に臨む急斜面に築造された古墳である。内部主

体である横穴式石室は，急斜面をカットして造られた平坦面中央の掘り方いつぱいに構築

されており， その現存規模は，西側壁の長さ3.09m,奥壁付近の幅0.85m,奥壁の高さ1.

08mである。天井石・入口側の東側壁を欠失し，基底石及び基底石上1～3段分の石積み

を残す。石室規模が本古墳群中最小で，石室の構築の仕方も乱雑である。床面には棺台石

とみられる板石が存在し， その周囲から数本の鉄釘片が出土しているが，他に伴出遺物が

ないために，明確な古墳築造時期をおさえることができないが，石室規模や，乱雑な石室

構築法，立地の特異性などから考えて，本古墳群でも最後出のものと考えられる。

3．第5号古墳

(1)立地・周溝・石室（第28～33図）

本古墳は，第2号古墳が位置する東西方向の主尾根から南方向に延びた支尾根上に立地

する（標高71～74m) 。同じ支尾根の基部付近には第3号古墳が立地し，この第3号古墳

の7m南方に第5号古墳が位置する。内部主体は，東南方向(N42｡W)に開口する横穴

式石室で，石室背後には傾斜角度25°の急斜面を掘り込んだ半円形の周溝が存在する。この

周溝の規模は，東西6.4m,南北4.5mの不整楕円形で，深さは最大1.56mである。底面

はゆるやかに東から西に下傾する。石室は， この周溝に南接するように掘り込まれ，平面

やや北東部が張った形の隅丸長方形で，長さ594m, 1"4.94m,深さ1.98mの掘り方のほ

ぼ中央に構築されている。石室の石材の残存

状況は，奥壁側の最も残りの良い箇所で基底

石上に3段の石積みが残存している。両側壁

の入口側はいずれも基底石が残るのみである。

天井石はすべて欠失している。石室の現存規

模は,長さは西壁で4.36m, 1限は奥壁側で1.30

ml入口側で1.52m,高さは奥壁で1.67mで，

若干入口側が開く無袖の横穴式石室である。

なお， この第5号古墳の特徴の‐つとして，

周溝の中心線と石室の中心線が合致せず，石石

槌

第28図 第5号古墳近景（東から）
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室の中心線が周溝のそれよりやや西に振れている点があげられる。

石材の積み方について，やや詳しく述べる。基本的には，両側壁各4個，奥壁2個の基

底石はすべて広口積みし，基底石上の石積みは最も残りの良い奥壁側で最大3段，基底石

より小型の石を小口積み･横積みする。次に，西側壁から具体的にみていこう。西側壁の基

底石は4個で構成される。最奥部と奥から2番目の基底石がほぼ同規模で, 65×100cm,厚

さ40cmである。奥から3番目の基底石はやや大型で, 90×100cm,厚さ60cmである。入口の

石は他の基底石と違い， 50×116cm,厚さ46cmと長細い石を用いている。これら西側壁の

4個の基底石はいずれも横長に立てている。基底石上の石積みは，最奥部及び奥から2番

目の基底石上に1～3段認められる。奥から3 ． 4番目の基底石上の石積みは残存してい

ない。 2段目は， 2個の石とやや小さい石を用いて積み，高さが最も高い奥から3番目の

基底石の上辺に高さを合わせている。奥壁寄りの石は56×94cm,厚さ38cmの石を横積みに

し，奥から2番目の基底石上には， 64×82cm,厚さ26cmの台形の石を小口積みしている。

両者の間には間隙がみられ,20～30cm大の角礫数個を詰め石としている。3段目は,奥壁側

2個が残存している。最奥部の石材は，40×70cm,厚さ30cmの石，奥から2番目の石は，

62×84cm,厚さ34cmで，いずれも横積みにしている。 4段目は，最奥部の1個の石材が残

（土層説明）

1．黄褐色砂質土

2．黄褐色砂質土

3．暗黄褐色砂質土

4．暗黄褐色砂質土

十白色バイラン土粒（多湿）

5．暗黄褐色砂質土

十白色バイラン土粒（少量）

6．黄褐色砂質土

7．白色花崗岩バイラン土

8．暗灰色粗砂質土

9．暗褐色砂質土

10.黄褐色砂質土

11．地山(黄褐色砂質土，花崗岩バイラン土）

0 2m

第29図 第5号古墳周溝・石室土層断面図(1 :80)
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2．東側壁
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第5号古蝋石室第31図
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るだけである。60×80cm,厚さ30cmの台形の石を横積みにしている｡

次に，奥壁について述べる。基底石は左右に2個の石材を基底石としている。奥壁の基

底石は，両側壁の基底石に較べるとやや薄手の石で，西側の基底石は一辺90cm,東側のそ

れは60×84cmで，厚さはいずれも30cmである。これらの基底石を縦長に用いている。基底

石上の石種みについては，先ず一段低い東側の基底石上に一辺50cmほどの三角形状の石を

小口種みして，西側の基底石の上辺と高さを揃えたのちに， 3段の石積みを行っている。

2段目と3段目は西側に寄せて小口積みし，東端にできた間隙には10～30cm大の角礫数個

を詰めている。 2段目の石は60×106cm,厚さ30cm弱の台形の石を横積みしており, 3段

目は30×60cm,厚さ16cmと30×46cm,厚さ10cmの小型の板石2個を，いずれも横積みにし

ている。 4段目は， 60×110cm,厚さ30cmの長方形の石を横積みしている。

東側壁は，西側壁同様4個の石をいずれも横長に立てて基底石とし， これらの基底石上

に1～3段の石積みが残っている。最奥部のものが70×94cm,厚さ54cm,奥から2番目の

ものは74×116cm,厚さ80cmで，いずれも不整形の石を用いている。奥から3番目の基底

石は， 72×94cm,厚さ40cmの石を用いる。入口の基底石は，西側壁同様43×110cm,厚さ

50cmと長方形の細い石を用いている。これらの基底石上の石積みについては，現状では最

奥部～奥から3番目の基底石上に1～3段分認められるが，入口の基底石上にはみられな

い。 2段目は，最奥部の1個を除いて，やや小さめの石を主とした積み方を行っている。

最奥部の石材は， 65×96cmの長方形の石を小口積みしている。最奥部と奥から2番目の基

底石は，上辺が山形をなして不安定であるため， これらの基底石上には石を詰め込んで，

やや下傾気味ながらも上辺をほぼ水平に揃えている。これらの石は乱雑に詰め込まれてい

るわけではなく， 20×30cm～40×70cm大の長方形の石をいずれも小口積みしている。 3段．

目は，奥壁側から石室入口側にむかって若干下傾気味ながらも，比較的形と大きさが整っ

た石4個を並べている。最奥部の石は40×60cm,厚さ25cmの三角形の小ぶりな板石を，奥

から2番目は60×90cm,厚さ30cmの長方形の石，奥から3番目は54×70cm,厚さ30cmの石，

奥から4番目は55×64cm,厚さ36cmの石をいずれも小口積み・横積みしている。最奥部と

奥から4番目の石は横積みに，最上段には，奥壁側に30×70cm, 16×90cmの2個の小型の

棒状の石を小口領みに， この南隣に50×74cm,厚さ30cmの長方形の石を横積みにしている。

前二者の石材の上には, 20cmほどの石3個程度をのせている。以上のように，第5号古墳

の石室の構築法の特徴として二・三あげれば，先ず，基本的に基底石は広口積み，基底石

上の石材は小口積み・横積みであることは言うをまたないが，基底石については奥壁は石

材を縦長に用い，西側壁は石材を横長に用いている。基底石上の石積みについては，奥壁．

－28－



－だ.、、

莚

色
１
，
０
０ ｡

Z

１
１

、

Ｅ
８
便
Ｉ

0 2m
Q 」
1口■■■■■■■一一一・

第32図 第5号古墳石室実測図(1 :60)



西側壁は長方形の石を幟祇みに，東側壁は小口祇みに積んでいる点があげられる。概して，

第5号古墳の石室には形・大きさともに整った整芙な長方形の石を用いて，整然とした石

績みを行っている一方で，東側壁の基底石上1段目の石積みにみられるように，不安定な

石材の上辺を揃えたり，高さを揃えるための石を間隙に詰め込む例がこの東側壁のみなら

ず，奥壁や西側壁でもみられた。なお，基底石ド面の掘り込みは全体的にみられるが，基

底石下や恭底石間への小角礫の詰め込みは全くみられなかった。これは下辺が平坦な比較

的盤芙な石を用いていることと無縁ではないだろう。

石室床面は全体的にほぼ平肌で,奥壁から2.2mの範朋に10～30cm大の板石10数個が存在

しており,棺台石と考えられる｡第2号古墳のように一定の範囲から鉄釘が出土するという

ことがなかったため，これらの棺台石上にどのような旙造の木棺が綴かれていたか明らか

にしがたい。この棺台石の周辺で2対以上の耳環が出土しており，少くとも2～3回の埋

葬が行われたことを示している。

なお，石室掘り方は，北東部が二段掘りとなっているが， これは奥壁側の東側壁の基底

石上の石積みがいずれも長方形の石を小口職みしており，石室裏側に石材が長く突出して

いることと関連性がつよいと考えられる。

第33図 第5号古職石室(1 ．西側壁背部2束側壁背部3.棺台石検出状況）
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(2) 出土遺物

石室内から須恵器，耳環，鉄製品（鉄刀・鍔・鉄釘など）が，周溝内からは須恵器，鉄

製品（馬具・鉄釘など）が各々出土している。

a.石室内出土遺物（第36･37･39･40図）

内訳は，須恵器4 （瑚蓋・杯身・魁・提瓶） ，耳環5，鉄製品12 （鉄刀1 ．鐸1 ．鉄釘

7 ．用途不明品3）である。

須恵器（第36図1～4）は，いずれも石室入口付近で出土している。 1はtil蓋かと考え

られるもので，復元口径10.0cinである。口縁端より若干内に入るごく短い受け部をもつ。

調整は，内外面とも回転ナデを施す。色調は暗灰～灰褐色で。焼成はやや不良である。 2

は，復元口径16.3cmの杯身で，つよく突出

する明瞭な受け部をもつ。調整は内底面ナ

デ，外底面へラケズリ， その他は内外面と

も回転ナデを施す。色調は淡灰色で，焼成

はやや不良である｡ 3は瞳で，西側壁から

30cm離れた床面に横転した状態で出土した。

復元口径13.8cIn,器高16.1cIn,頚基部径

領

5，

J寿

一頭

－

| 駕蝿“
～

〆

0
8

2，
0

第34図 第5号古墳石室内遺物
出土状況(1 ．雌2.耳環）

第35図 第5号古墳石室内辿物出土状況
実測図（1 ：40）
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3.8cm, lllil部品大径10.1cmである。ポIIIくしまった頸基部からラッパ状に附き, 1条の服広

沈線を介して口縁部につづく。口縁部はほぼ直線的に外上方にのび，端而は平111である。

胴部はやや肩の張る扁球形で，胴部中央の1箇所に1.3×1.8cmの縦長の円孔が穿たれてい

る。この孔は上向きで，周縁は磨滅が著しい。調整は，内面～外面肩部は横ナデ，胴部外

面は横位へラケズリである。底部は丸底である。色調は灰白色，胎土は比較的精良で，焼

成はやや不良であるo 4は提瓶で，復元口径5.6cm,器高17.4cm,胴部最大径13.6cmであ

る。胴部の正面観はほぼ正円，側面観は粘土板を充填していない方は丸味をおびた台形状

で，やや角張るのに対し， もう片方の粘土板を充填している側は丸味は弱いがゆるやかな

カーブを描く。口縁部は頚部から直立し，途中で若干屈曲して外上方に直線的にのび，端

部近くでやや内傾させる。口縁端部は丸くおさめる。肩部には，径1cm,厚さ2～3mmの

粘土瘤を貼り付け，鉦状の形骸化した把手としている。調整は，胴部外面は同心円状の細

かなカキ目調整（7～8条/cm) ,内面は回転ナデを施す。胴部の一側面を粘土円板で塞

いでいる。口縁部の内外面は細かい回転ナデを施す。色調は，器表面が暗青灰色，断面は

濃茶褐色である。胎土は比較的精良で，焼成も良好である。

耳環（第39図1～5）は，中実のもの（1～4） と中空のもの（5）がある。いずれも

銅芯金張りのもので， 1～4は内側面を中心に金箔が残るが， 5には殆んど金箔が残存し

ていない。 1は，外径2.40×2.65cm,断面径0.55×0.70cm, 2は，外径2.50×2.75cm,断

面径0.6×0.75cm、 3は，外径2.40×2.65cm,断面径0.55×0.70cm, 4は，外径が2.35×2.

40cm,断面径0.55×0.60cmである。いずれもその断面形はやや縦長の楕円形で，銅芯の両

端は1～4mmの隙間をもたせている。 5は中空の耳環で，原形の約％が残存する。その復

元外径は約3cm,断面径0.8×1.0cm,断面形は縦に若干長い楕円形である。

膨蟇ﾌ熱一

練緊"－
生

農

第38図 第5号古蝋石室内遺物出土状況
（左，鉄刀・右，耳環）
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鉄製品（第391yl6～17)は，繩・鉄刀・鉄

釘・用途不明品に分けられる。繩（6）は，

％程度が残存しており，長径約5cm,厚さ1.5

mmで，断面形は内側縁が尖る長三角形である。

茎孔の大きさは，長径約3cmと考えられる。

鉄刀（9）は，奥壁に接するようにして川土

したもので，全長33.8cm, 刃部IIM2.5cm, 刃

部背厚0.8cm,茎部IIIM1.45cm,茎部背l'f0.6

cmである。錺化が砿菩であり， また全体に耕

干の反りがみられる。茎部寄りの刃部に損耗

が認められ， また切先の形状も不Iﾘlである。

目釘孔は認められない。刃部側にゆるやかな

関が付く片側のものである。鉄釘（10～12･

14～17）は，釘頭が明確なものはみられない。

長さは，現存規模で最大のものが11の8.2cm

である。 7 8 ．13は用途不明のもので， う

すい鉄板状の7，刀j2状の8，扁平な鉄釘状

の13に分れる。

b・周満内川土過物（第42～47図）

第5号古峨背後の周満西南端を中心に，彼

恵器・鉄製品がややまとまって出土している。

須恵器（第42図l～23）は，計23個体あり，

器種の内訳は，杯蓋15,杯身5，高杯1，長

頸壷1 ，高台片1である。

1～15は杯蓋である。 10･ 14 ･ 15など小破

片のため推定の域を出ないものもあるが，大

半はつまみが付く，径の小さい形態のもので

ある。つまみの形態に3タイプあり， これを

主たる基準にしてA～C類に分類する。A獺

（1～6） ；偏平な擬宝珠状のつまみが付く

もので，径10.3～11.3cm (平均10..8cm) 、器
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高2.5～2.9cm (平均2.7cm)のやや大型のものである。受け部は短く, 6を除いて口縁端

とほぼ同じ位置にある。B･C類に比べ，胎土は砂粒をやや多く含み，色調は器表面が暗

灰～暗青灰色で，断面は淡褐色である。B類（7～9） ；頂部が若干凹む小さな鉦状のつ

まみをもつもので，径9.4～10.2cm (平均9.7cm),器高2.1～2.45cm(平均2.3cm)の小型

品である。受け部はごく短く，口縁端部より若干内側に入る。天井部が平坦で，口縁部へ

の屈曲の度合いが著しい。また， 7 ．8は天井部中央の厚さが極めて厚いのが特徴である。

胎土精綴，焼成も非常に良好で，色調は器表面・断面とも淡明灰～淡灰色で全体に白っぽ

い。C類（11～13） ；円錐形の小さなつまみが付くもので，径9.7～10.2cm(平均10cm),

器高は11のみ判明しており, 3.25cmだが, 12･13ともに器高はやや高い。受け部はいずれ

も短く， 口縁端部より若干内側に入る。胎土精綴，焼成はややあまいがほぼ良好で，色調

はll･12が器表面・断面ともに淡灰～明灰色, 13は暗青灰色であるoC類は全体に器壁が

やや厚手で器高が高く， 口径もやや大きいものの, B類との類似点が多い。 16～20は杯身

である。やや丸味をおびた平坦な底部から外上方に直線的に立ちあがり，口縁端部が若干

外側に屈曲する形態のもので， 口径10.2～11.2cm(平均10.7cm) ,器高3.15～3.4cm(平

均3.3cm)である。色調は器表面が暗灰～暗青灰色で，断面は淡褐色である。胎土は砂粒

を比較的多く含む。色調・胎土・焼成などA類の杯蓋と酷似しており， これらの杯身がA

類の杯蓋とセット関係にあることを示唆する。高杯（21）は，全体に歪みがみられるもの

の，口径8.1×9.9cm,器高8.65～9.8cm,脚端径7.9cm,脚高6.15cmである。色調は暗青

灰色で，胎土は精良，焼成は良好である。細い脚基部からラッパ状に開き，端部付近でや

や強く水平に近く屈曲し、脚端部で短く屈曲して垂下し，端部を丸くおさめる。杯部は，

平坦な底部から若干外湾気味に外上方に直線的に立ちあがり， 口縁端部を丸くおさめる。

調整は全体に丁寧な回転ナデを施す。脚柱部にごく浅い沈線2条を施す。杯部の底部と体

部の境界付近に一部へラケズリを施す。22は高台片で、高台径7.9cmである。台付長頸壺

の底部片かと考えられる。色調は淡灰～灰白色で，胎土は比較的精良だが軟質で，焼成は

やや不良である。23は長頸壷である。底部は不明確だが平底と考えられる。やや扁球状だ

が大きく膨らむ胴部からつよくくびれて，頚部から外上方に直線的に立ちあがり， 口縁部

近くで段をなして口縁部につづく。口縁端部はすぼまり気味で，若干丸味をおびるものの

ほぼ平坦である。調整は内外面ともに基本的に回転ナデを施す。胴部外面上半にカキ目を

多く施し （5条/cm程度) ,肩部には2条の幅広の浅い沈線で画された中に斜位の刻み目

を施している。カキ目の下位に一部へラケズリを施す。口径10.2cm,器高14.2cm,胴部最

大径21.3cmである。色調は器表面が淡灰～暗灰色で，断面は淡灰～白褐色である。胎土は

－35－
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－36－

】
宝三一二

三二三三



a

L

－‐ 二：三

皇一

職
－

－繋鼠。 』

71 11

2 8 12

ﾀ

5 9 13

P

6

達彦

K
も 21

17

18

ユグ

厩
ら

①

略
凸＝

、 ／
●

／麺．Ｎ
湾
‐
Ｐ
ｌ

、

19
〆｡

住

1畿監
.=j,.零'－－

霧．・ 隈
ぺ －

識

金,几

F
タ

ムB A画

20

第43図

23

鋪5))古噛出土過物（周瀧内）須恵器

－37－



◎

’

｡
I 2

1

｡
、

I 4

3

1

I

’

圃意口感#-G｡ 同i回，
0
1

10cm

第44図 第5号古戦出土遺物実測図(4) (1 : 2) (周溝内）鉄製品

蝋
色
繊
曰

1

3

第45図 第5号古墳出土巡物（周溝内）鉄製品

－38－



O
I

i11 0

□
’

白

ｇ

ｑ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｊ

Ｅ

１

！

１

ｊ

ｌ

ｕ

Ｊ

１

１

ｌ

Ｉ

ｊ

Ｉ

宮
11

10
ノ ノ 8 12I

'’9

！
I

汀
屑
耽
Ｍ
１

酒
１ 1 1

I
砲
１
門

3

22
l l 1 _ 1

職Ii｡図’

pCm0
0

第46図 第5号古墳出土過物実測図（5） （1 ： 2） （周満内）鉄製品

’
1℃

14
12 13

9 15

隻、．｜”16
19

第47図 第5号古墳出土適物（周溝内）鉄製品

－39－



精良で，焼成は良好である。
凡‘･1-ヵtb

鉄製品は，大きく馬具類，用途不明品（第44図1～7） と鉄釘・鍵（第46図8～21）に

わけられる。 1は， 5.45×6.35cm,厚さ3mmの用途不明品である。四辺はいずれもゆるく

内湾しており，中央には不整長方形の大きな透しがみられる。また，四隅には径2mm大の

穿孔がおこなわれている。 2は刀子状の鉄製品の残片である。 3～7はいずれも馬具の断
あぶみ

片と考えられるものである。 3は鐙の上部金具で現存長6.lcm,現存幅4.8cmで，下半を欠

失する。残存部分の上半は断面が方形に近い円形，下半は幅1.6cmの板状になり， この板

状部分に鋲が存在する。 4は3に一見類似するが，鐙の上部金具としての類例を知らない。

長さ13cmで，横方向に3本の断面円形の棒をわたしており，梯状である。左側は幅1.5cm

の細長い板状で，右側は径1.8cmの断面半円形である。 5 ･ 7は二隅が隅丸の長方形の金

具で，辻金具の脚かと考えられる。いずれも2個所に鋲を打っている。5は2.2×2.05cm,

7は2.6×1.95cmで，厚さはいずれもl.5mmである。 6は円形の金具片で， その使用部位は

不明である。中央に1か所鋲が打たれている。径2cm,厚さl～l.5mmである。

鉄釘14本，鑓1本が出土している。鉄釘8～21は完形品は少ないが，全体に第2号古墳

出土の鉄釘に比べると小型である。完形品4本の長さは， 5.75～6.4cm(平均6.2cm)で

ある。釘頭の形態としては, A類4点, B類3点，不明7点で, A類･B類が同程度の出

現頻度を示している。木質の付着は全く認められない。 22は鑓と考えられるもので，％強

が残存している。現存長1.55cm,幅0.65cmである。

小結

第5号古墳は，主尾根から東南方向に派生した支尾根の尾根線上に立地し，横穴式石室

を内部主体とする。石室背後には急斜面を深く掘り込んだ周溝が存在する。掘り方ほぼ中

央に構築された石室は，長さ西側壁で4.36m,幅1.30～1.52m,高さ奥壁でl.67mのやや

入口側が開く 「．」字形のもので，本古墳群中でも最も整った石を用いて構築された石室

である。天井石はすべて欠失しており，基底石及びその上にl～3段分の側壁が残存して

いる。床面に棺台石とみられる板石が存在し， また鉄釘の出土もみられることから，木棺

を安置していたものと考えられる。その配置状況や棺の規模などについては分らないが,耳

環5個が出土していることから，少くとも3回の埋葬が行われたものとみられる。出土遺

物には，須恵器（腿・提瓶・増蓋・杯身） ，鉄器（鉄刀・鑑など） ，耳環があり， これら

からみて，第5号古墳の築造年代は，ほぼ6世紀後半を中心とする時期と考えられる。

なお，石室背後の周溝内出土の須恵器・馬具・鉄釘などについては，第4号古墳周溝内

出土の馬具とともに，第3号古墳石室からの転落によるものと考えられる。
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V.ま と め

銭神古墳群は，計5基の横穴式石室を内部主体とする古墳で構成されている。昨年度の

第1 ． 3号古墳に続いて，今年度は第2 ． 4 ． 5号古墳の調査を実施し，本古墳群の全容

を明らかにすることができた。以下では，主に石室構築法の検討を通して，銭神古墳群の

築造順序や年代的位置付けを明らかにしたい。

立地本古墳群は，沼田川南岸の標高100m前後の低丘陵ほぼ中央に位置する。この低丘
こまづき

陵の南縁を東流する沼田川支流の天井川に注ぐ一小河川である駒月川の谷頭に臨む，東か

ら西に細長くのびる尾根上に立地する。尾根線上に立地する第1 ． 3 ． 5号古墳と，尾根

南斜面に立地する第2 ． 4号古墳に分れる （標高70～80m) 。横穴式石室は，ほぼ南方向

に開口する第1～4号古墳と，東南方向に開口する第5号古墳があるが，ほぼ南方向の天

井川流域にむかって開口している。

周溝その有無が不明な第2号古墳を除いて，石室の背後に平面半円形あるいは楕円形の

溝が存在する。周溝の形態は，第1 ． 3号古墳が幅1mほどのごく浅いもので，第4号古

墳のものも，急斜面をカットした平坦面の壁際に幅0.7mのごく浅い溝を掘り込んでいる。

第5号古墳背後の溝はやや特異で，急斜面を大きく掘り込んで作られた平面不整楕円形の

やや深い溝である。

石室掘り方石室掘り方の形状は， いずれもほぼ隅丸長方形である。規模は，石室の規模

に対応しており，最も小型の第4号古墳が長さ3.8m,幅l.9m,最も大型の第5号古墳が

長さ5.94m,幅4.94mで，第1～3号古墳が長さ5m強，幅3.4～4m程度である。また，

石室が掘り方のどの位置に構築されているかという点についてみれば，第1 ． 2号古墳が

掘り方の東辺に寄せて，第3号古墳はやや西辺に寄せて構築されている。第4 ． 5号古墳

は石室掘り方のほぼ中央に石室を構築している。なお，第4号古墳は，他の4基の古墳が

掘り方にかなり余白を残して石室を構築しているのに対し，掘り方の広さいつぱいに石室

が構築されている。

石室前述のように，第1～5号古墳はすべて，内部主体は花崗岩質の山石を用いて構築

された横穴式石室である。いずれの石室も石材の残存状況は良好ではない。天井石はすべ

て欠失するか原位置を動いており，側壁も入口側の石材の多くは失っている。現状では，

奥壁・両側壁の基底石とこの基底石上にl～3段分の石積みが残存しているにすぎない。

石室の現存規模は，第4号古墳が長さ3m強，幅0.85mと最も小規模である。第1 ･ 2

号古墳は，長さ3.8～3.9m,幅1.1m程度とほぼ同一規模の石室である。第3号古墳の石
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室は，長さ4.8mと最も長大であるが，幅については1.1mで第1 ． 2号古墳と同程度であ

る。第5号古墳は，長さ4.31mであるが，幅1.3～1.52mと最も広い。

次に，石室の構築の方法についてみよう。いずれの古墳の石室も，奥壁・両側壁とも基

底石及び基底石上1～3段の石積みが残っている。多くの場合，石室入口側は基底石のみ

が残り，基底石上の石積みは奥壁及び両側壁の奥壁側で良好な残存状況を示している。そ

して， これらの石材の積み方については，一定の規則性が認められるようである。即ち，

基本的には基底石は石を横長あるいは縦長に立てる広口積みで，基底石上の石材について

は石の小口面を石室の内側に向ける小口積み・横積みによっている。但し， もう少し詳細

にみていくと，基底石を広口積みする場合でも，石を縦長に立てるか横長に立てるか， あ

るいは，基底石はすべて広口積みしているわけではなく，石室の入口側の側壁の基底石は，

かなりの頻度で小型の石を小口積み・横積みしている。また，基底石上の石積みも，小口

積みと横積みとがある。なお，銭神古墳群の横穴式石室は，第5号古墳を除き，概して整

った形の石を用いていない。また，石積みの仕方もやや乱雑である。よって，基底石上の

石積みは，石の間に生じた間隙に10～30cm大の石を充填している例が比較的多くみられる。

以下，古墳毎に石室の構築法についてやや詳しくみていくことにする。なお，記述をすす

めやすくするために，便宜上，広口積みをA,小口積みをB, また横積みをCとし，石を

横長に立てる広口積みをA1,縦長に立てる広口積みをA2とする。

第1号古墳……基底石については，奥壁と最奥部の両側壁がいずれも広口積みで，奥壁が

A2,両側壁がいずれもAlである。最奥部以外の両側壁の基底石は，基本的に横積みで

ある (C・東側壁入口側の基底石欠失｡)。また，基底石上の石積みは，西側壁(3段） ．

奥壁（2段）が基本的にC,東側壁(2段）はB+Cで， いずれも基本的に小口積み・横

積みである。なお，両側壁において，小角礫の充填がみられ，石積みの仕方も全体的に乱

雑である。

第2号古墳……基底石は，西側壁最奥部，奥壁，東側壁（奥壁側2枚。入口側は欠失）は

広口積みで，両側壁はA1,奥壁は左に細長い石，右に正方形に近い石を立てている。東

側壁入口側の基底石については不明だが，西側壁入口側の4個の基底石はすべて不整形の

石を小口積み・横積みしたものである。基底石上の石積みは1段分のみ残存する。西側壁

はB,奥壁・東側壁はCである。

第3号古墳……基底石は，西側壁の奥壁側3個及び東側壁の奥壁側2個がA1,奥壁2個

と西側壁の奥から4番目までの基底石はA2で， いずれも広口積みである。これに対して，

西側壁の入口側3個の基底石は小型の石を小口積み・横積みしている。基底石の石積みに
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ついては，西側壁の1段目はC, 2段目はBである。奥壁は，基底石上に基底石と同規模

の石を広口積みしており，やや特異である。なお，西側壁では，石材間に小角礫を一部充

填している。

第4号古墳……基底石については，両側壁の最奥部の基底石と奥壁の基底石が広口種みで、

特に奥壁と東側壁は横長に石を立てている。これに対して，西側壁の奥から2～6番目の

基底石と東側壁の奥から2番目（入口側の基底石は欠失） までの基底石は小口積みである。

基底石上の石積みについては，小口積み・横積みであるがあまり規則性はなく，やや積み

方が乱雑である。

第5号古墳……基底石は，奥壁・両側壁すべて広口積みで，小口積みはみられない。奥壁

はいずれもA2,両側壁はすべてA1である。基底石上の石積みについては，奥壁(3段）

・西側壁（3段）は基本的にC,東側壁(3段）は一部Cが混在するが基本的にBである。

なお，奥壁・両側壁とも2段目に小角礫による充填が認められる。

最後に，以上の石室構築上の諸特徴や出土遺物などの比較検討を通して，銭神古墳群の

築造順序・年代的位置付けに言及したい。先ず，各古墳の出土遺物についてみれば，第3

号古墳・第5号古墳ではある程度まとまって須恵器が出土しており，古墳築造の年代をお

さえることができる。即ち，第3号古墳が7世紀前半～中頃第5号古墳は6世紀後半と

いった年代をそれ程出ることはないだろう。しかし，第1号古墳・第2号古墳・第4号古

墳は，古墳築造時期の決定に充分な遺物の出土をみていない。それでも，土師器甕を出土

した第1号古墳，須恵器甕・土師器杯を出土した第2号古墳については，大略7世紀代と

いった年代を与えることができると考えるが，鉄釘のみを出土した第4号古墳については

その古墳築造の時期を知る手懸りは皆無に等しい。以上，出土遺物からみて，本古墳群で

最初に築造された古墳は第5号古墳であり， その時期は6世紀後半である。次いで，第3

号古墳・第1号古墳・第2号古墳が7世紀代に相次いで築造されたのではないかと考えら

れる。次に，石室構築上の諸特徴からみれば， 1）石室の規模の点では，第5号古墳が

最大，第1～3号古墳が中規模，第4号古墳は最小である。 2）石積みの仕方では，基

底石がすべて広口積みの第5号古墳，奥壁及び奥壁側1～2個の両側壁が広口積みで入口

側の両側壁の基底石が小口積みの第1 ． 2 ． 4号古墳，後者に近いが西側壁の奥側4個ま

でが広口積みの第3号古墳となる。即ち，第5号古墳と第1 ． 2 ． 4号古墳に分れ，後者

に近いが中間的形態として第3号古墳が位置する。 3）基底石上の石積みについては，

基本的に小口積み・横積みの点では同一であるが，第1号古墳・第5号古墳が奥壁・西側

壁は基本的に横積みであるのに対し，東側壁は横積みを含むものの，基本的には小口積み
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である。第2～4号古墳は，横積みと小口積みを併用しており， これといった規則性はみ

られない。

以上からみると，必ずしも明確に分れるわけではないが，第5号古墳と第1～4号古墳

とにある程度の差違を認めることはできよう。

以上から，銭神古墳群は， 6世紀後半に第5号古墳が築造されたのにはじまり，次いで

7世紀代に第1 ． 2 ． 3号古墳が築造されたと考えられる。第4号古墳については，石室

規模が古墳群中最小で，石室の構築の仕方も他の古墳に比べやや乱雑であること， また尾

根基部の崖面に接する急斜面に築造されている， などかなりの制約をうけており， 8世紀

代に下るかどうかは別にして，本古墳群中最後に築造されたと考える方が妥当であろう。

－44－



広脇県埋蔵文化財捌査センター洲汽鞭告神第59典
ゼにかみ

銭神第2．4．5号古墳発掘調査報告害

発行 Iヨ

昭和62 （1987）年3 月
編集・発行

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター
〒733広鮎市西区観音新町4丁目8-49

TEL(082)295-5751

印刷所中本総合印刷株式会社




